
本
稿
は
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
の
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
を
藩
庁
軍
事

(
1
)
 

方
の
役
人
が
つ
け
て
い
た
日
記
か
ら
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

幕
末
秋
田
藩
の
研
究
は
数
多
く
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
論
点
は
秋
田

藩
の
藩
論
の
転
換
や
戦
争
に
至
る
過
程
、
そ
し
て
思
想
的
な
背
景
が
中

心
だ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
戦
争
そ
の
も
の
に
着
目
し
た
研
究
は
少
な

(
3
)
 、。し昨

今
の
戊
辰
戦
争
研
究
で
は
、
軍
事
史
の
視
点
、
特
に
銃
器
の
発
達

段
階
か
ら
戦
争
を
捉
え
た
も
の
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
戦
争

の
勝
利
は
、
球
弾
を
使
用
し
た
前
装
式
滑
腔
銃
か
ら
椎
の
実
型
弾
丸
を

用
い
る
後
装
式
施
条
銃
に
装
備
を
改
変
し
た
部
隊
を
ど
れ
だ
け
戦
力
化

で
き
た
か
に
か
か
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
銃
器
の
発
達
段
階
か

は
じ
め
に

ら
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
を
見
た
場
合
、
同
藩
が
戦
争
に
弱
か
っ
た
要
因
を

説
明
す
る
論
理
と
し
て
、
確
か
に
説
得
力
は
あ
る
。

慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
秋
田
藩
は
奥
羽
鎮
撫
総
督
か
ら
庄
内
出
兵

を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
で
、
四
月
か
ら
五
月
、
七
月
か
ら
九
月
の
二
度
に

わ
た
り
戦
端
を
開
い
た
。
こ
の
う
ち
四
月
の
出
兵
は
庄
内
藩
の
み
を
相

手
に
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
七
月
以
降
の
戦
い
は
、
攻
撃
対
象
の
庄
内

藩
に
加
え
、
秋
田
藩
が
奥
羽
列
藩
同
盟
を
離
脱
し
た
こ
と
へ
の
制
裁
と

し
て
仙
台
藩
・
盛
岡
猫
が
攻
め
込
ん
で
き
た
た
め
、
領
内
で
激
し
い
戦

争
に
な
っ
た
。
秋
田
藩
の
部
隊
は
局
地
的
に
勝
利
す
る
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
庄
内
藩
・
仙
台
藩
の
部
隊
に
翻
弄
さ
れ
、
九
月
に
な
る
と
久
保
田

城
下
近
く
ま
で
攻
め
込
ま
れ
た
。

出
兵
し
た
秋
田
藩
士
の
装
備
を
日
記
や
書
状
か
ら
見
る
と
、
彼
ら
の

(
5
)
 

姿
は
具
足
を
着
用
し
た
前
時
代
的
な
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
幕
末
秋
田
藩

人
事
記
録
か
ら
見
た
秋
田
藩
戊
辰
戦
争

畑

中

康

博
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(
6
)
 

は
軍
事
改
革
を
行
わ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
吉
川
忠
行
・
忠
安
親

子
は
文
久
年
間
に
は
ゲ
ベ
ー
ル
銃
を
製
造
し
、
横
手
給
人
の
間
で
は
吉

(
7
)
 

川
門
人
と
な
る
藩
士
も
相
当
数
い
た
。
藩
は
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）

吉
川
流
砲
術
の
私
塾
を
藩
の
砲
術
所
と
す
る
こ
と
を
決
め
、
本
格
的
に

軍
事
改
革
に
着
手
し
た
。
だ
が
吉
川
親
子
が
目
指
し
た
の
は
自
前
で
最

産
し
た
ゲ
ベ
ー
ル
銃
を
藩
士
に
担
わ
せ
、
戦
力
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
の
意
図
は
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
、
戊
辰
戦
争
時
に
は
ゲ
ベ
ー
ル
銃
を

装
備
し
た
「
遊
撃
隊
」
「
有
志
隊
」
が
出
陣
し
て
い
る
。
だ
が
慶
応
四

年
に
な
る
と
前
装
式
の
ゲ
ベ
ー
ル
銃
は
完
全
に
時
代
遅
れ
で
、
秋
田
藩

の
部
隊
は
、
後
装
式
施
条
銃
を
装
備
し
た
庄
内
藩
兵
の
散
兵
戦
術
に
終

始
圧
倒
さ
れ
た
。
言
う
な
ら
ば
、
秋
田
藩
士
が
立
っ
た
戦
場
は
、
自
分

の
持
つ
銃
の
射
程
圏
外
か
ら
命
中
率
の
高
い
銃
で
撃
ち
す
く
め
ら
れ
る

連
続
だ
っ
た
と
い
え
る
。

大
坂
冬
の
陣
以
来
戦
争
を
経
験
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
秋
田
藩
士

が
、
旧
式
の
武
器
を
携
え
て
戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
、
戦
闘
を
行
う
。
そ

の
時
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
か
。
本
稿
は
こ
の
点
を
明

ら
か
に
す
べ
く
、
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
佐
竹
文
庫
「
御
軍
事
継
草
稿
」
．

「
御
軍
事
方
日
記
写
御
軍
事
纏
草
稿
」
・
「
御
軍
事
纏
大
草
稿
」
「
御
用

(
9
)
 

所
御
軍
事
纏
草
稿
写
」
か
ら
戦
争
時
の
秋
田
藩
士
の
動
き
を
見
る
。

で
は
こ
こ
で
日
記
の
記
載
形
式
を
確
認
し
よ
う
。

(10) 

[
史
料
l
]
二
月
廿
六
日

右
は
宇
都
宮
四
郎
手
同
断

右
は
小
場
小
伝
治
手
同
断

右
は
渋
江
内
膳
手
検
使
被
仰
付
之

右
は
軍
将
被
仰
付
之

小
田
野
刑
部

渋
江
兵
部

小
貰
又
三
郎

真
壁
安
芸

宇
都
宮
四
郎

小
場
小
伝
治

゜

大
越
源
十
郎

8
 

梅
津
小
太
郎

渋
江
内
膳

一
軍
将
・
検
使
井
御
物
頭
、
於
御
政
務
処
、
老
中
直
々
申
渡
。

但
、
軍
将
・
検
使
は
武
者
奉
行
御
手
紙
、
御
物
頭
は
係
奉
行
副

役
よ
り
切
紙
才
足
之
事

一
組
頭
・
旗
奉
行
以
下
惣
御
人
数
、
於
御
広
間
、
多
仲
・
喜
左
衛
門

立
会
申
渡
之
。

但
、
多
務
二
付
、
廿
六
日
・
廿
七
日
両
日
二
被
仰
渡
之
。

被
仰
渡
振
り
別
紙
之
通
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こ
れ
は
座
応
四
年
二
月
二
十
六
日
の
日
記
で
、
真
壁
安
芸
ら
六
人
の

軍
将
の
任
命
、
小
貫
又
三
郎
ら
四
人
の
検
使
の
任
命
が
記
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
十
人
の
辞
令
を
一

0
項
目
と
し
て
数
え
、
こ
の
作
業
を
軍
事

方
日
記
九
冊
に
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
塵
応
四
年
(
-
八
六
八
）
二
月

三
日
か
ら
九
月
二
十
九
日
ま
で
の
全
項
目
数
は
四
二
三
八
項
目
と
な
っ

た
。
〈
表
1
〉

九
冊
の
史
料
は
、
書
き
始
め
と
書
き
終
わ
り
の
時
期
が
重
複
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
、
同
一
の
事
項
が
二
つ
の
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
そ
こ
で
四
二
三
八
項
目
か
ら
重
複
事
項
を
統
合
し
、
か
つ

出
陣
に
関
す
る
事
項
の
み
抽
出
す
る
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
慶

応
四
年
二
月
三
日
か
ら
九
月
二
十
九
日
に
至
る
一
―
―
八
二
人
の
行
動
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ば
戊
辰
戦
争
に
参

加
し
た
秋
田
藩
士
の
人
事
記
録
で
あ
る
。

秋
田
藩
軍
事
方
が
記
録
し
た
ニ
ー
八
二
人
の
人
事
記
録
。
本
稿
は
、

こ
の
デ
ー
タ
か
ら
出
陣
部
隊
の
編
成
、
出
陣
し
た
藩
士
の
動
き
、
低
下

し
た
戦
力
を
回
復
さ
せ
る
取
り
組
み
の
三
点
の
視
角
か
ら
戦
争
の
様
相

を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

右
は
真
壁
安
芸
手
同
断

中
安
泰
治

〈表 1〉軍事方日記の抄録一覧

史料名 資料番号 内容始まり 内容終わり

御軍事纏1[i稿 AS212.l-l l-2 2月3日戸村十太夫武者 閏4月16日杉原繁治、真墜安芸大番頭渋
奉行任命から 江武之助貝役任命

御軍事方日記写御軍事纏 AS212.l・邸 l2月26El真壁安芸ら 6閲4月16日石井直治、渋江武之助手金破
草稿一 名軍将任命 任命

御軍事方日記写御軍事纏 AS212.l-56-2 7月68荒川久太郎、遊 7月26B小人力三郎、銃ー挺下賜
卒稿二 撃隊出撃

御軍事方日記写御軍事纏 AS212J.56.3 8月IB米町格平、三卿 8月30日玉泉寺、行方不明
れ稿三 本陣へ酒2石献上

御軍事方日記写御軍事纏 AS212.l-56-4 9月1日根本七兵面、風 9月48金弥市（記戟なし）
平稿四 琲煩により紺宅

御軍事纏大れ稿 AS212.l茄 l4月15日渋江内膳、御 7月1日跡部煎太郎、沢副総督を六道辻で
先手大沢ロ一番手軍将任 出迎え

命

御用所御軍事纏写一 AS212.l-66-2 7月7H小野崎三郎、軍 7月29H力三郎、津軽吹浦表で格別辛労
将渋江内膳手番頭とし につき沢より分捕の銃1挺下賜
て、辰刻、新屋口へ出陣

御用所御軍事縞纏写二 AS212.l-66-3 8月1B米町格平、二卿 8月30日石川舎人三男石川伝三郎、 8月
本陣へ酒二石献上 29日道川村で戦死

御用所御軍事纏卒稿写三 AS212.l舷6-49月l8根本七兵衝、風 9月29El能代庫之助、 9月20日比内赤沢
揖煩により紺宅 薬師森で戦死
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秋
田
藩
の
部
隊
編
成
は
[
史
料
ー
]
に
示
し
た
よ
う
に
ヽ
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
二
月
二
十
六
日
の
軍
将
・
検
使
・
物
頭
と
い
っ
た
幹
部

ク
ラ
ス
の
人
事
任
命
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
同
年
一
月
十
六
日
、
新

政
府
か
ら
会
津
藩
へ
の
出
兵
に
備
え
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

(11) 
る。
と
こ
ろ
が
幹
部
以
外
の
人
事
任
命
は
一
ヶ
月
以
上
遅
く
、
部
隊
の
火

カ
の
中
心
で
あ
る
鉄
砲
与
力
や
特
殊
技
能
を
必
要
と
す
る
貝
役
の
任
命

は
四
月
＿
―
-
日
か
ら
、
そ
し
て
最
前
線
で
戦
う
戦
士
の
任
命
は
出
陣
直
前

と
い
う
具
合
に
、
役
職
の
上
か
ら
段
階
的
に
辞
令
が
下
さ
れ
た
。
〈
表
2
〉

秋
田
藩
の
軍
事
出
動
は
、
四
月
六
日
、
仙
台
で
下
参
謀
大
山
格
之

助
と
世
良
修
蔵
が
秋
田
藩
の
川
井
小
六
と
岡
内
之
丞
に
庄
内
出
兵
を

命
じ
た
こ
と
か
ら
、
会
津
藩
か
ら
庄
内
藩
へ
攻
撃
目
標
が
変
わ
り
、

(12) 

四
月
十
六
日
の
渋
江
内
膳
軍
の
出
陣
と
な
る
。
そ
こ
で
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
四
月
に
庄
内
藩
攻
撃
の
た
め
に
出
陣
し
た
各
部
隊
の
人

事
任
命
の
記
載
日
を
細
か
く
見
て
み
よ
う
。
〈
表
3
〉

や
は
り
ど
の
部
隊
も
、
最
も
人
事
任
命
が
多
い
の
は
出
撃
当
日
の
戦

士
の
任
命
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
出
撃
当
日
に
日
記
に
記
載
さ
れ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
こ
れ
は
軍
事
方
の
記
録
上
の
問
題
で
は
な
い
。
戦
士
と
し
て
出

陣
し
た
蕃
士
の
日
記
を
見
る
と
、
皆
一
様
に
出
陣
直
前
に
任
命
を
受
け
、

ー

部
隊
編
成
の
特
質

(13) 

慌
た
だ
し
く
出
陣
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
例
と
し
て
横
手
給

人
妹
尾
五
郎
兵
衛
を
あ
げ
る
。
妹
尾
は
慶
応
四
年
四
月
十
六
日
、
軍
将

梅
津
小
太
郎
の
部
隊
と
し
て
出
陣
が
命
じ
ら
れ
た
。
彼
は
出
陣
が
命
じ

ら
れ
た
翌
十
七
日
、
役
所
（
横
手
に
あ
る
藩
庁
の
出
先
機
関
）
へ
次
の

伺
い
を
提
出
し
て
い
る
。

(14) 

[
史
料
2
]御
伺
覚

一
私
共
供
人
三
人
と
被
仰
渡
候
得
共
、
兼
て
抱
置
候
下
人
一
人
御
座

候
。
残
二
人
他
よ
り
雇
入
不
申
候
得
は
相
成
不
申
候
。
此
節
柄
雇

入
兼
候
哉
も
難
斗
、
又
は
広
大
之
給
金
に
て
自
力
に
及
兼
候
節
は

〈表2〉秋田藩出撃部隊の人事任命

2月26日軍将・検使・物頭・小荷駄奉行の任命
〈軍将〉 真壁安芸・宇都宮四郎・小場9]ヽ

伝治・大越源十郎・梅津小太郎・
渋江内膳

小打又三郎（渋江手）・渋江兵部

（小場手）・小田野刑部（字都宮
手）・中安泰治（真壁手）

根本慎蔵•平元均・下山田直記・
蓮沼七左衛門（小場手）

椎名勇之進•石井縫殿助・赤須
哲三郎・中山隆吉（宇都宮手）

信太勇•佐藤オ記・大越源右衛
門・笠尾庫之助（真壁手）

宇佐美腹吾・黒沢釆女・大越強太・

伊藤保吉（渋江手）

〈小荷駄奉行〉 江岡伊織（評定奉行・軍事方）

4月3日 鉄砲与カ・遊軍頭・貝役の任命

〈鉄砲与力〉 応階靱負など12名
〈遊軍頭〉 小野崎三郎・荒川久太郎・疋田

八弥・介川敬之進

斎藤政之助（小場手）・設楽和一
郎（真墜手）・浅野銀太郎（山方

手）・船木甚一郎（梅津手）

渋江手戦士の任命

〈検使〉

〈物頭〉

〈貝役〉

4月15• 16日

-82-
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〈表3〉秋田藩各部隊の人事任命の月日

御先手大沢口 大沢口二番手 新松ロ一番手 新片江l 土的淡

渋江内膳 小91り三偲 柑it小太偲 疋Ill/＼弥 小場小伝治 l~i粁ft-Ii 佐竹大和 刹l久太邸 其壁安芸 渋江武之助

渋iI狐番頭 k沢口韮凩 小場手番碩 遊箪頭 箕壁手番頭

2月26R 4 I I 6 2 5 I 

3月25日 I 

3月26H I 

3月27日 2 I 

4月 3日 7 6 I 2 I I 

4月 4日 6 2 1 

4月 6日 6 2 8 I 

4月 7日 2 I 

4月 9日 LO I 

4月108 7 2 

4月II口 2 I I 

4月13日 I l 3 

4JH4n I I I 1 l 

4月15H II 2 2 3 I 

4月1611 103 37 ， I 2 

4月17日 I 

4/118□ 3 ， 21 

4月19FI I 

4月20|」 12 2 I 3 

4月21El I 

4J-122EI I 12 1 16 

4月231:1 I 4 7 l I 

4月24LI 4 I 

4月25日 I 7 5 I 

4月26日 I 2 

4月27EI 105 45 98 40 I I 

4Jl28LI I IO 5 

4月29EI 126 LOO I I 

閲 4Jll4 Ll 2 

Ill! 4月16[1 l I 75 28 

総計 146 69 134 52 148 75 132 112 115 55 

網掛けは、その部隊が1l}撃した[l
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如
何
致
候
て
可
宜
哉
。

御
附
ケ
札
供
人
減
少
不
苦
候
。
自
力
に
相
及
割
側
と
も
不
剥

鉗゚

一
具
足
並
に
持
参
之
諸
品
仕
送
り
方
如
何
致
候
て
可
宜
候
哉
。

御
附
ケ
札
具
足
は
手
元
に
て
持
参
可
致
候
。
諸
品
仕
送
り
の

儀
は
、
一
人
に
付
三
貫
目
よ
り
不
相
成
、
右
品
小

荷
駄
方
へ
可
差
出
候
。

一
幕
持
参
可
仕
候
哉
。

同
持
参
に
不
及
候
。

一
乗
馬
並
に
馬
具
諸
事
無
之
候
故
、
可
被
貸
下
候
哉
。

同
不
被
貸
下
候
。

一
徒
具
足
持
参
可
致
候
哉
。

同
持
参
に
不
及
候
。

（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
）

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
三
人
の
従
者
を
率
い
て
出
陣
す
る
こ
と
を

命
じ
ら
れ
た
妹
尾
が
、
一
人
し
か
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
述

べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
供
人
の
減
少
は
致
し
方
な
い

と
し
た
藩
の
回
答
も
興
味
深
い
。
妹
尾
家
が
従
者
を
揃
え
ら
れ
な
い
と

申
し
出
た
の
は
、
長
ら
く
続
い
た
知
行
借
上
げ
に
よ
り
、
陪
臣
の
数
を

減
ら
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
っ
た
一
人
の
従
者
で
は
、
妹
尾
が

戦
場
で
着
用
す
る
具
足
を
運
ぶ
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
妹
尾

は
、
荷
物
の
運
搬
を
藩
が
行
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
も
尋
ね
て
い
る
。

加
え
て
、
妹
尾
は
馬
、
馬
具
、
従
者
の
着
る
鎧
、
い
ず
れ
も
持
っ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

従
者
の
数
に
関
し
て
、
人
事
記
録
か
ら
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
得
ら
れ

る
。
慶
応
四
年
四
月
に
出
陣
し
た
〈
表
3
〉
の
一
―
二
六
名
の
藩
士
の

う
ち
、
分
限
帳
等
に
よ
り
石
高
が
判
明
す
る
六
八
名
の
藩
士
を
抽
出
し

た
の
が
〈
表
4
〉
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
直
臣
が
率
い
る
従
者
（
陪
臣
）

の
数
は
、
直
臣
の
禄
の
大
小
に
関
わ
り
な
く
、
役
職
で
一
律
に
決
ま
っ

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
0

[
史
料
2
]
の
妹
尾
五
郎
兵
衡
は
六

0
石、

役
職
は
使
武
者
で
出
陣
藩
士
は
上
下
四
人
（
妹
尾
本
人
と
従
者
三
人
）

で
あ
る
。
し
か
し
妹
尾
よ
り
高
禄
の
内
山
宇
左
衛
門

(
1
0
三
石
）
は
、

戦
士
な
の
で
出
陣
藩
士
は
上
下
三
人
（
従
者
二
人
）
に
な
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
武
家
社
会
を
特
徴
づ
け
る
も
の
の
―
つ
に
軍
役
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
君
主
に
仕
え
る
直
臣
は
禄
に
応
じ
て
陪
臣
を
多
く
召
し

抱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
〈
表
4
〉
か

ら
は
、
こ
の
軍
役
シ
ス
テ
ム
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

軍
将
た
ち
へ
下
さ
れ
た
辞
令
を
見
る
と
「
当
時
之
戦
争
砲
術
盛
二
相

成
候
事
故
〈
中
略
〉
華
美
虚
飾
之
風
被
相
除
、
武
備
実
用
之
手
筈
専
要

(15) 

可
被
致
候
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
藩
庁
上
層
部
で
は
、
高
禄
の
直
臣

が
多
く
の
陪
臣
を
召
し
連
れ
て
戦
場
に
出
て
も
、
銃
撃
戦
が
予
想
さ
れ

る
戦
場
で
は
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
直
臣

が
陪
臣
を
率
い
て
戦
場
に
赴
く
ス
タ
イ
ル
は
武
家
の
恨
行
に
倣
っ
て
い

る
が
、
部
隊
内
の
役
職
で
一
律
に
陪
臣
の
数
を
決
め
、
冗
員
を
不
要
と
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〈表4〉従者の人数

Na 人名 現行役戟・身分 所屈部隊 所属分隊・打分 石店 従者の人数 出典

l 石Ill束 財用奉行 渋江内膳 陳場奉行・ 177 上下15人 小貫家文行・沼田家文杏分限帳
小背駄奉行

2 沼井市之助 渋江内膳 鉄砲物販 318 上下7人 小g貫家文行・蛍沼田茎家文杏分芥匝限碩帳
3 字佐芙炭吾 渋江内内膳 鉄砲物頭 203 上下7人 小家文行・ 田文杏

456 大山高鵡屋県源三五治左郎衛I'1 御横碩写手目付百醐面
渋江膳 目付 200 上下7人 小n家文行・沼田家文行分限帳
隻闘壁ヽ 、太冠郎函謡 144 上下7人 横手認土史

l48 上下7人

眉碩緯写面鱈王更
7 山県一郎 太ヽ郎 鉄砲物頭 144 上下7人
8 高屋五左衛門 太ヽ郎 鉄砲物頭 81 上下7人
9 石Ill早人 柑津,1ヽ太郎 組頭 55.791 上下6人

横碩横手写写百郷舞百土史IO鹿子畑新右衛門 佐竹一郎組下沿沢給人 疋田八弥 鉄惚頭 89 上下5人

11立桜旦井左甚五右衛門 佐竹一郎組下湯沢給人

眉渋渋疋渋江i[田八内内内弥欝膳膳
鉄砲頭 77 上下5人

12 源太 使武者 225 上下4人 小面n家文嘗・沼田家文苔分限帳
13妹尾五郎兵衛 P仕村＋太夫組下堕横王手控給人 使武者 60.569 上下4人 市史・明細短冊
14赤尾関正助 p 十太夫組下 人 使武者 49上下4人 横手郷土史・横手市史
15冨永伊左衛門 戦士 43上下3人 小貫家文行・沼田家文行分限帳
16丹内a之追 戦士 45上下3人 小貫家文杏・沼田家文行分限帳

17 旦柏匝尾主往太 渋江自内膳 戦士 77上下3人 小貫家文杏・沼田家文害分限帳
18 牧 渋江膳 戦士 32 上下3人

小小小貫貫貫家家家文文文行杏行・沼田家文書分限帳19河村市之追 渋江内膳 戦士 17 上下3人 ・沼田家蒙文支杏詞分限帳
20藉井半一郎 渋江内膳 戦士 183 上下3人 ・沼田 限帳
21岡見藤治 渋江内膳 戦士 121 上下3人 小貫家文行・沼田家文密分阻帳
22安立主馬 渋江内膳 戦士 25上下3人 小貫家文行・沼田家文密分限帳
23打越安之助 渋江内膳 戦士 39上下3人 小貫家文行・沼田家文密分限般
24江田一之助 渋江内膳 戦士 185 上下3人 小頁径家文行・沼田家文密分限帳
25大錢源之助 渋江内膳 戦士 49 上下3人 小頁 文行・沼田家文密分限帳
26広瀬右馬助 渋江内膳 戦士 136 上下3人 小手訂家文行・沼田家文杏分限帳
27浅利長兵衛 p村十太夫組下横手謹給人 梅津小太郎 戦士 160.5 上下3人

堕横碩 土史
28石井弥野右新右衛衛門 p村十太夫組下横 人 戦士 lll 上下3人

王生手竪竪繹土土土史・横壬手堕市史29箭田 門 p村十太夫組下横手輝給人 戦士 105 上下3人 史・横 史

30須田堕五邑郎墜左 戸村十太夫組下横 人 戦士 49.765 上下3人 横史
31長沼 衛門 p村十太夫組下横手給人 戦士 48上下3人 横手郷土史
32石井屈馬 p村十太夫組下横手芋給人 戦士 72.082 上下3人 横横手手郷郷土史
33平塚金治 p村十太夫組下横 人 戦士 11.988 上下3人 手郷土史
34閲嘉左衛門

9コ村＋太夫絹鳴ぃ縄下下績横手•給給人 戦士 11075 上下3人 横手郷土史
35大森泰助 p村＿1-太夫 人 戦士 99 上下3人

刷横手郷±史
36内山字左衛門 P且村十太夫 人 戦士 103.487 上下3人
37小室薩十郎 p 十太夫 人 戦士 80 上下3人
38安穴士市之進 p村十太夫 人 栴津小太郎 戦士 76.243 上下3人

39 周吉碑 p村＋太夫 人 栴沖小太郎 戦士 57.877 上下3人
p村十太夫組下横手給人 栴津小太郎 戦士 24 上下3人

4401 石雁否井平蘊之進
戸村十太夫組下酉横手給人

樟柑柑津津津小小小太太太郎郎郎
戟士 63上下3人 横手郷土史

42大匝且甚之助 戸村十太夫組 手給人 戟士 60上下3人 横手郷土史
43塩内 P村＋太夫組下横手手給人 戦士 55上下3人 横手郷土史
44遠藤,Jヽ十郎 p村十太夫組下横 人 梅津,Jヽ太郎 戦士 28上下3人 横手郷土史
45掛札庄治 P且村＋太夫組下横手給人 樟津／Jヽ太郎 戦士 20上下3人

横横手手郷郷土土史史

444678 椎情高怖名JII伝為主水治之助
p 十太夫組下横手給人 柑津,Jヽ太郎 戦士 38上下3人
p村十太夫粗下横手給人 梅淋,1ヽ太郎 戦士 45.2 上下3人 横手郷土史
p村十太夫組下横手給人

但栴註律生9lヽ太太郎郎
戦士 44 上下3人

眉醤琵49菊地喪助 戦士 44.1 上下3人
50本橋松治 栴浪,Jヽ太郎 戦士 38上下3人 横手郷土史
51野上彦一 梅津,Jヽ太郎 戦士 29 上下3人

横横手手郷郷土土史史52石井半平 梅津小太郎 戦士 37.563 上下3人
53遠藤新六郎 梅津小太郎 戦士 34上下3人 横手郷土里史
54木村久蔵 梅津小太郎 戦士 29上下3人 横手郷土
55石川此治 栴津小太郎 戦士 19.9 上下3人 横手郷土史・横手市史
56小味渕直治

悔梅樟棒沐津津浄小小A小ヽ太太太太郎郎郎郁

戦士 16.604 上下3人
横薗郷土史57小野崎吉太郎 戦士 2.668 上下3人 横史

58相沢四郎 旗行付役添士 10.925 上下3人 横史
59石井藉助 25 上下3人 横史
60小）II又兵衛 疋田八弥

塁区与駆力士カ
5 上下3人 横

61金光十郎 渋江内膳 39上下2人 小横訂手認家文密・沼田家文笞分限帳
62小西清五郎 小鷹狩源太組下横手給人9梅崖駆津津麟回ヽヽlI逗ヽヽ太太郎郎 10上下2人 土史・明細短冊
63面JI)忠右衛門 小鷹狩源太組下横手給人 与力 7上下2人 横手郷土史・明細短冊
64石川善兵衛 小鷹狩源太組下横手給人 旗付添士 13.566 上下2人 横手郷土史・明細短冊

665667 掛枇金札名寅長六左郎吉衛兵衛門

小鷹狩源太組下横手給人 大馬印付添士 20上下2人 横手輝土史・明細短冊
小鷹狩源太組下頭横手写給人 金破付添士 18.666 上下2人 横横手手郷郷土土里史 ・横手市史・明細短冊
小鷹狩源太組 人 津小太郎 小荷駄与力 10.578 上下2人 •横手市史・明細短冊

68屋才助 佐竹一郎組下沿沢給人 疋田八弥 鉄砲与力 24上下2人 横手市史

小貫家文書「羽州庄内為御征討御先手一番手御軍割」（国文学研究資料館25-C-373)、「庄内御征討出
張記録」（「横手郷土史資料」 11)、沼田家文杏「安政二年秋田藩禄高調」、「石川教定庄内出張日記」（「横
手市史 史料編 近世11」 P682)、「士族卒明細短冊（横手分）」（秋田県公文害館）を参考に作成
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2
 
出
陣
藩
士
の
選
定

渋
江
内
膳

し
た
の
は
現
実
的
な
判
断
と
い
え
る
。

だ
が
、
妹
尾
五
郎
兵
衛
の
よ
う
に
規
定
の
人
数
を
率
い
て
参
陣
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
藩
士
が
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
同
時
代
に
お
い

て
、
一
体
何
人
の
人
が
出
陣
し
た
の
か
、
正
確
な
数
字
が
分
か
ら
な
か
っ

た
可
能
性
が
大
き
い
。

以
上
、
本
節
で
は
藩
士
の
部
隊
編
成
を
辞
令
の
日
取
り
か
ら
見
た
。

そ
の
結
果
、
辞
令
は
部
隊
の
役
職
の
上
か
ら
順
に
下
さ
れ
、
戦
士
ク
ラ

ス
は
出
陣
直
前
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
出
陣
命
令
の
直
後
に
戦

場
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
戦
士
ク
ラ
ス
の
藩
士
は
、
武
器
の
調
達
や

従
者
の
手
配
に
十
分
な
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
出
陣
し
た
秋
田
藩
の
部
隊
は
装
備
が
十
分
で
な
い
歩
兵
を
中
心
と

し
た
部
隊
で
、
し
か
も
書
類
上
よ
り
人
数
が
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。
で
は
出
陣
藩
士
の
選
定
は
、
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
問

題
を
軍
事
方
日
記
の
記
載
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

次
の
史
料
は
、
三
月
二
十
六
日
、
軍
将
渋
江
内
膳
へ
刈
和
野
給
人
を

指
揮
下
に
置
く
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。

(16) 

[
史
料
3
]

此
度
御
親
征
之
義
被
仰
出
候
二
付
御
沙
汰
次
第
御
出
陣

被
遊
候
御
場
合
二
被
為
至
、
猶
羽
州
一
国
御
鎮
撫
御
応
援
二
付
、

何
れ
之
向
え
也
共
御
人
数
被
差
出
候
御
取
調
二
付
、
組
下
刈
和
野

給
人
井
支
配
御
足
軽
共
別
紙
之
通
遊
軍
二
被
御
付
、
御
沙
汰
次
第

出
張
可
被
御
付
候
間
、
此
段
可
被
申
渡
候
。
此
節
柄
二
も
候
間
、

花
美
虚
飾
之
風
被
相
除
、
武
備
実
用
之
手
筈
専
要
二
致
、
御
境
向

御
取
締
之
筋
厳
重
相
心
得
、
兼
て
操
練
無
怠
、
異
変
之
節
一
方
之

御
用
二
相
立
候
様
一
統
え
可
被
申
渡
候
。

三
月

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
傍
線
部
「
別
紙
之
通
」
で
あ
る
。
こ
の
「
別

紙
之
通
」
の
文
言
は
、
同
日
の
梅
津
小
太
郎
・
大
越
源
十
郎
・
小
鷹
狩

源
太
・
今
宮
大
学
へ
の
辞
令
に
も
共
通
す
る
。
大
越
源
十
郎
へ
の
命
令

を
見
て
み
よ
う
。

(17) 

[
史
料
4
]

大
越
源
十
郎

右
同
断
（
沙
汰
次
第
出
陣
）
二
付
、
戸
村
大
学
与
下
横
手
給
人
之

内
別
紙
之
通
附
属
被
仰
付
候
間
、
御
沙
汰
次
第
右
人
数
引
具
出
張

可
被
致
候
。
尤
、
右
之
段
大
学
え
被
仰
渡
被
差
置
候
。
操
練
之
義

は
同
人
え
相
任
候
。
此
段
可
被
相
心
得
候
。

三
月
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皆
川
恭
蔵
と
内
海
鉄
治
へ
の
辞
令
を
見
る
と
、
二
人
と
も
本
来
入
る

べ
き
人
物
の
代
理
と
し
て
渋
江
内
膳
の
部
隊
の
鉄
砲
与
力
に
任
命
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
皆
川
や
内
海
の
よ
う
に
本
来
入
る
べ
き
人
物
の
代

わ
り
と
し
て
任
命
が
な
さ
れ
た
場
合
、
元
々
予
定
さ
れ
て
い
た
大
久
保

久
太
や
吉
川
藤
右
衛
門
の
よ
う
な
人
物
は
ど
こ
へ
配
属
さ
れ
た
の
か
を

追
っ
て
み
た
。
〈
表
5
〉

右
は
吉
川
藤
右
衛
門
代
、
右
同
断

九
番
内
海
鉄
治

軍
将
の
任
命
を
受
け
た
大
越
源
十
郎
は
久
保
田
給
人
で
、
大
越
が
率

い
る
戦
士
は
横
手
給
人
で
あ
る
。
大
越
は
横
手
給
人
と
は
普
段
何
の
関

わ
り
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
軍
事
方
は
大
越
に
配
下
に
な
る
予
定
の
横
手

給
人
の
名
前
を
記
し
た
「
別
紙
」
を
渡
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
軍
将
が

自
ら
の
軍
に
属
す
る
配
下
を
掌
握
す
る
の
は
「
別
紙
」
を
受
け
取
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

先
に
鉄
砲
与
力
、
戦
士
の
人
事
任
命
は
四
月
に
入
っ
て
な
さ
れ
た
と

述
べ
た
が
、
他
人
と
の
交
換
で
配
属
さ
れ
る
藩
士
が
い
た
こ
と
が
次
の

辞
令
か
ら
確
認
で
き
る
。

(18) 

[
史
料
5
]

皆
川
恭
蔵

右
は
大
久
保
久
太
代
、
渋
江
内
膳
手
鉄
砲
与
カ
ニ
て
御
物
頭
宇
佐

美
慶
吾
え
被
属
置
候
段
同
人
立
寄
申
渡
之
。

す
る
と
部
隊
編
制
の
過
程
で
最
も
人
が
入
れ
替
わ
っ
た
の
は
、
十
二

人
の
予
定
者
が
入
れ
替
わ
っ
た
小
場
小
伝
治
の
部
隊
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
十
二
人
の
内
訳
は
、
佐
竹
大
和
、
小
野
崎
三
郎
、
真
壁
安

芸
の
部
隊
に
一
人
ず
つ
異
動
、
三
人
が
部
隊
内
で
の
役
職
変
更
、
そ
し

て
六
人
が
配
属
先
な
し
だ
っ
た
。
そ
こ
に
宇
都
宮
四
郎
、
山
方
志
摩
、

小
野
崎
三
郎
、
信
太
内
蔵
助
、
真
壁
安
芸
か
ら
十
一
人
が
入
っ
て
い
る
。

代
理
人
が
入
る
も
次
の
配
属
先
が
な
い
人
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
従

軍
で
き
な
い
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
か
従
軍
を
忌
避
し
た
人
で
あ
り
、

全
部
隊
で
四
十
五
人
い
る
。
多
い
順
に
小
野
崎
隊
・
渋
江
内
膳
隊
が
八

人
、
渋
江
武
之
助
隊
・
小
場
隊
が
六
人
と
な
っ
て
い
る
。

軍
将
に
「
別
紙
」
と
し
て
配
下
と
な
る
戦
士
の
リ
ス
ト
が
渡
さ
れ
る

の
が
三
月
二
十
六
日
、
鉄
砲
与
力
の
辞
令
が
下
さ
れ
た
の
が
四
月
三
日
、

渋
江
内
膳
軍
の
出
撃
が
四
月
十
六
日
で
あ
る
。
幹
部
と
戦
士
と
の
辞
令

の
時
間
差
は
、
不
要
と
見
な
し
た
人
物
を
抜
い
た
り
、
必
要
と
す
る
人

物
を
他
の
隊
か
ら
引
き
抜
く
作
業
を
行
っ
た
時
間
と
も
い
え
る
。

以
上
本
節
で
は
、
辞
令
の
文
言
か
ら
秋
田
藩
の
部
隊
編
制
の
特
質
を

考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
慶
応
四
年
四
月
の
庄
内
出
兵
に
出
陣
し
た
藩

士
一

0
三
八
人
中
、
編
制
途
中
で
部
隊
か
ら
外
さ
れ
た
、
若
し
く
は
外

し
て
も
ら
う
よ
う
図
っ
た
の
は
四
五
人
、
当
初
の
予
定
者
の
代
理
と
し

て
辞
令
が
下
り
た
の
が
四
0
人
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
出

陣
蕃
士
の
八
％
に
あ
た
る
。
こ
こ
か
ら
秋
田
藩
の
出
陣
部
隊
の
絹
制
は

円
滑
に
進
行
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
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〈表5〉代理人が入ったことによる元の人物の配属先

配属先

t 且i闘 闘 ；屈 鑢治 ＝小 〖嬰 闘IP ふ靡 総計面は
宇都宮四郎 3 3 1 1 8 

佐竹河内 1 1 

山方志摩 1 1 

渋江内膳 8 2 1 1 12 

渋江武之助 6 2 1 ， 
小場小伝治 6 1 3 1 I 12 

小野崎三郎 8 2 4 14 

信太内蔵助 5 1 2 1 ， 
真壁安芸 2 3 2 1 1 ， 
多双谷長門 1 1 

梅津小太郎 1 1 

梅津干代吉 4 1 1 1 1 8 

総計 45 1 1 3 4 14 5 1 5 2 4 85 

次
に
ニ
―
八
二
人
の
人
事
記
録
か
ら
、
戦
死
者
、
負
傷
者
、
そ
し
て

様
々
な
理
由
を
申
し
立
て
て
戦
場
か
ら
い
な
く
な
る
戦
場
離
脱
者
の
数

か
ら
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
の
様
相
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
は
戦
死
者
・
負
傷
者
・
戦
場
離
脱
者
の
数
を
〈
表
6
〉
に
、
累

計
を
〈
グ
ラ
フ

1
〉
に
示
す
。

戦
死
者
の
数
を
見
る
と
、
八
月
十
一
日
、
十
三
日
、
九
月
八
日
に
突

出
し
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
横
手
籠
城
戦
、
角
間
川
の
戦
い
、

福
部
羅
の
戦
い
が
発
生
し
た
日
で
あ
る
。

負
倍
者
の
数
は
、
軽
い
手
倍
を
負
っ
た
程
度
の
者
で
は
な
く
、
重
楊

を
負
い
帰
宅
す
る
か
病
院
へ
行
っ
た
者
の
数
で
あ
る
。
負
術
者
が
急
増

す
る
の
は
、
戦
死
者
同
様
八
月
十
一
日
・
十
二
日
で
あ
る
。
そ
の
後
、

負
街
者
が
断
続
的
に
微
増
す
る
が
、
こ
れ
は
負
傷
者
が
前
線
か
ら
自
宅

又
は
病
院
に
戻
り
、
自
分
又
は
家
族
が
軍
事
方
に
報
告
す
る
た
め
で
あ

る。
こ
こ
か
ら
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
秋
田
藩
の
部
隊
は
、
各
戦
線

で
断
続
的
に
戦
死
者
を
出
し
て
戦
力
を
減
ら
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
決

戦
に
敗
れ
る
こ
と
で
著
し
く
戦
力
を
低
下
さ
せ
た
と
い
え
る
。

各
部
隊
の
戦
力
低
下
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
戦
場
離
脱
者
の
増
加

る。

3

出
陣
藩
士
の
動
向
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〈表6〉戦死者・負但者・戦場離脱者数

月日 戦死者数 負倍者数 戦場者離数脱 月日 戦死者数 負偽者数 戦場者離数脱

閏 4月19日 2 9月 1日 3 

7月10日 1 9月 2日 2 2 

7月14日 2 9月 3日 ， 
7月15日 9月 4日 3 1 

7月16日 6 I 9月 5日

7月17日 9月 6日

7月18日 1 I 9月 7日 2 
7月19日 1 5 9月 8日 22 4 4 
7月20日 1 1 9月 9日 l 

7月218 6 4 9月10日 1 2 

7月22日 2 9月11日 2 8 4 

7月23日 2 2 9月12B 8 7 1 
7月24日 1 9月13日 l 

7月25日 5 9月148 1 1 1 

7月26日 5 9月158 11 3 20 

7月27日 9月16B 6 

7月28日 6 2 9月178 l ， 
7月29日 9月18日 1 2 

8月 1日 7 2 9月19日 2 

8月 28 l 9月20日 5 ， 
8月 3日 l l 9月21B 2 

8月 4日 4 4 9月228 l 2 
8月 5日 8 1 2 9月238 1 
8月 6日 1 1 9月24日

8月 7日 ， 4 9月25日
8月 8日 11 7 3 9月26日 2 

8月 9日 3 9月27日 3 6 
8月10日 3 9月288 2 
8月11日 21 13 10 不明 2 5 
8月12日 5 15 11 合計 161 178 208 
8月13日 23 15 2 

8月14日 4 3 

8月15日 2 
8月16日 2 1 
8月17日 6 

8月18日 3 13 2 
8月19日 6 6 
8月20日 1 3 
8月21日 1 4 4 
8月22日 3 1 

8月23日 2 3 
8月24日 4 7 4 
8月25日 2 3 
8月26日 2 

8月27日 5 6 
8月28日 2 1 

8月29日 4 3 l 

8月30日 3 
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〈表7〉戦場離脱者の原因

原因 人数

下血煩 I 

下痢 3 

眼病 5 

脚気 7 

胸痛 l 

健忘煩 1 

腰痛 l 

塞発射 l 

塞煩 1 

痔疾煩 2 

手足不自由 l 

胚物煩 4 

小桁煩 4 

症気煩 I 

上気煩 3 

水溜煩 I 

足刹煩 10 

脱肛症 l 

長病 1 

頭痛煩 2 

病気 129 

風邪 5 

!Jli./1[j煩 4 

溜煩 2 

盆労煩 I 

脇稲煩 1 

l1li11i(i煩 2 

術疾煩 l 

桁J/JI煩 I 

□□煩 2 

不明 8 

総計 207 

〈グラフ1〉戦死者 ・負偽者 ・戦場離脱者（累計）
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巨

■戟死者数 n傷者致 ●戟場雌脱者数

で
あ
る
。
戦
場
離
脱
者
は
七
月
の
戦
争
開
始
当
初
か
ら
見
ら
れ
、
八
月

十

一
日
以
降
顕
著
と
な
る
。
最
も
戦
場
離
脱
者
数
が
多
い
日
は
、
檄
村

で
激
訓
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
九
月
十
五
日
で
あ
る
。
結
果
的
に
戦
場
離

脱
者
の
数
は
、
戦
死
者
や
負
街
者
よ
り
も
上
回
っ
て
い
る
。

戦
場
の
秋
田
藩
士
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
を
申
請
し
て
自
宅
へ

焔
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
〈
表
7
〉
に
集
め
て
み
た
。

こ
れ
を
見
る
と
戦
場
離
脱
者
は

「
足
痛
」
「
腹
痛
」

「
風
邪
」
「
病
気
」

な
ど
、
様
々
な
体
調
不
良
を
理
由
に
焔
宅
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

戦
争
時
に
藩
士
が
つ
け
て
い
た
日
記
の
中
に
、
前
線
で
体
調
不
良
に

な
っ
た
様
子
が
魯
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
二

つ
の
例
を
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
は
有
志
隊
長
佐
藤
日
向
の
日
記
で
あ
る
。

(19) 

[
史
料
6
]

一
拙
者
足
病
先
日
よ
り

一
向
替
無
之
、
別
て
昨
夜
終
夜
桶
難
倣
致
候

ニ
付
、
石
塚
泰
庵
相
招
為
見
候
処
、
先
日
と
も
替
り
無
之
趣
申
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条
、
今
二
も
出
兵
有
之
て
も
辿
も
出
陣
二
不
相
成
候
趣
申
条
二
付
、

万
一
今
二
も
大
事
有
之
候
ハ
、
致
方
無
之
二
付
、
病
気
容
骰
書
、

〈ママ〉

石
塚
泰
庵
相
認
持
参
二
付
則
茂
申
付
、
久
保
田
え
御
取
合
申
上

候。

こ
れ
は
慶
応
四
年
八
月
十
五
日
の
日
記
で
、
佐
藤
が
足
痛
を
書
い
た

最
初
の
日
記
で
あ
る
。
ま
た
同
月
十
七
日
の
日
記
に
は
、
佐
藤
は
監
軍

の
山
本
登
雲
助
よ
り
呼
び
出
し
を
受
け
た
が
、
足
病
を
理
由
に
代
理
の

片
岡
三
太
郎
を
派
遣
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
佐
藤
は
、
八
月
十
八
日
に

有
志
隊
の
隊
長
を
辞
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
久
保
田
に
帰
っ
て
い
る
。

そ
の
日
の
日
記
を
見
て
み
よ
う
。

(20) 

[
史
料
7
]

一
九
ツ
時
岡
谷
兵
馬
拙
者
代
り
有
志
隊
長
被
仰
付
出
張
致
候
趣
二
て

拙
宿
え
罷
越
申
候
。
〈
中
略
〉

一
拙
足
病
二
付
、
明
日
宅
え
引
取
保
養
候
段
、
荒
川
久
太
郎
・
今
宮

大
学
え
権
左
衛
門
ヲ
以
申
遣
候
。
〈
後
略
〉

日
記
を
見
る
限
り
、
隊
長
を
罷
免
さ
れ
る
不
名
抒
や
無
念
さ
を
感
じ

て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
戦
闘
で
負
街
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
に

八
月
十
四
日
突
然
足
が
痛
く
な
っ
た
の
は
、
佐
藤
が
後
方
へ
下
が
り
た

い
た
め
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
―
つ
の
事
例
は
戸
村
大
学
で
あ
る
。
戸
村
は
八
月
十
一
日
に
横

手
籠
城
戦
を
行
う
も
、
落
城
の
際
に
城
門
か
ら
集
団
で
切
り
抜
け
脱
出

に
成
功
す
る
。
そ
の
後
九
月
八
日
の
福
部
羅
の
戦
い
で
大
敗
、
そ
し
て

九
月
十
一
日
、
境
村
に
転
陣
し
て
戦
い
に
臨
む
が
、
こ
こ
で
倒
れ
る
。

そ
の
こ
と
を
記
し
た
戸
村
家
家
臣
の
青
柳
暢
堂
の
日
記
を
あ
げ
る
。

(21) 

[
史
料
8
]

一
若
且
那
事
、
今
朝
よ
り
数
度
も
戦
場
え
駆
廻
り
、
此
処
に
て
不
計

御
澗
発
、
御
悶
絶
之
体
二
て
御
倒
れ
二
相
見
得
候
。
此
節
迎
十
右

衛
門
殿
・
椎
名
与
一
郎
殿
方
御
介
抱
、
拙
者
共
御
付
添
、
種
々
水

よ
薬
よ
と
尽
力
致
候
得
共
、
殊
之
外
御
急
症
二
て
更
二
人
事
之
御

弁
無
之
候
。
〈
中
略
〉

一
若
旦
那
ニ
ハ
四
五
人
之
御
供
・
御
取
次
役
被
召
連
、
其
場
御
引
取
、

船
沢
二
て
御
休
息
、
薬
水
相
進
候
得
共
、
今
以
人
事
之
御
弁
更
二

無
之
、
種
々
御
介
抱
申
上
候
。
此
節
御
東
家
御
陣
営
へ
被
召
連
候

御
医
者
某
御
頼
被
致
、
横
山
街
道
二
て
御
診
察
。
翌
暁
時
過
山
手

御
屋
敷
え
御
着
二
相
成
申
候
。

戸
村
大
学
は
九
月
十
一
日
の
朝
ま
で
戦
場
を
駆
け
回
っ
て
い
た
が
、

突
如
倒
れ
悶
絶
す
る
。
家
臣
は
戸
村
に
薬
を
与
え
る
が
、
そ
の
効
果
な

く
、
医
者
の
診
察
を
受
け
て
久
保
田
の
屋
敷
へ
帰
っ
た
と
あ
る
。

戸
村
の
症
状
は
、
仮
病
と
い
う
よ
り
前
線
の
兵
士
が
罹
る
戦
争
神
経

(22) 

症
に
見
え
る
。

戦
場
離
脱
者
の
増
加
は
、
藩
庁
に
お
い
て
も
問
題
視
し
て
お
り
、
今
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宮
大
学
軍
の
陣
場
奉
行
兼
小
荷
駄
奉
行
を
勤
め
た
西
宮
長
之
進
は
、
八

月
二
十
九
の
日
記
に
家
老
か
ら
次
の
よ
う
な
通
達
が
来
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。(23) 

[
史
料
9
]覚

諸
手
出
足
先
よ
り
是
迄
諸
頭
井
軽
卒
に
至
迄
病
気
二
付
罷
帰
候
も
の

数
多
有
之
、
勿
論
其
軍
将
頭
々
に
お
ゐ
て
も
吟
味
之
上
不
得
止
之
向

二
限
り
差
返
候
儀
に
も
可
有
之
候
得
共
、
向
後
之
俄
ハ
病
鉢
形
申
立

候
と
も
、
容
易
二
御
暇
不
被
相
済
候
様
可
被
成
候
。
夫
共
精
々
吟
味

之
上
無
拠
分
ハ
、
御
医
者
を
以
病
症
見
届
之
上
可
被
差
返
候
。
尤
此

表
へ
帰
陣
之
上
二
も
御
吟
味
之
旨
も
有
之
候
間
、
此
旨
兼
て
一
同
ヘ

可
被
申
渡
候
。
以
上

八
月

こ
の
通
達
は
、
様
々
な
病
気
を
申
し
立
て
て
帰
宅
す
る
者
が
多
か
っ

た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
通
達
が
あ
っ
た
八
月
二
十
九
日
ま
で

の
戦
場
離
脱
者
を
〈
表
6
〉
か
ら
数
え
る
と
一
―
七
人
い
る
。
藩
庁
で

は
離
脱
者
の
数
が
百
人
を
越
え
た
あ
た
り
で
、
出
陣
し
た
藩
士
が
病
気

を
装
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
規
制
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

[
史
料
9
]
に
は
、
ど
う
し
て
も
帰
り
た
い
と
い
う
者
に
は
医
師
の

診
察
を
受
け
た
上
で
帰
宅
を
許
可
す
る
と
あ
る
。
先
に
見
た
佐
藤
日
向

も
戸
村
大
学
も
前
線
で
診
察
を
受
け
て
い
る
。
医
師
の
診
察
な
く
し
て

前
線
を
離
れ
た
場
合
、
敵
前
逃
亡
の
疑
い
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
戦
死
・
負
傷
・
戦
場
離
脱
の
様
子
を
部
隊
ご
と
に
見
る
こ

と
に
し
よ
う
。
〈
表
8
〉

こ
の
表
は
慶
応
四
年
七
月
か
ら
九
月
の
奥
羽
列
藩
同
盟
諸
藩
と
の
戦

争
に
お
け
る
出
陣
部
隊
と
人
数
、
そ
し
て
各
部
隊
の
戦
死
者
・
負
倍
者
・

戦
場
離
脱
者
の
一
覧
で
あ
る
。
記
載
デ
ー
タ
が
少
な
い
部
隊
が
あ
る
の

は
、
戦
争
の
激
化
に
伴
い
軍
将
か
ら
の
報
告
が
滞
っ
た
こ
と
や
、
軍
事

(24) 

方
の
事
務
最
が
増
加
し
て
書
き
漏
ら
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
比
較
的
数
字
の
ま
と
ま
っ
て
い
る
部
隊
の
欄
を
網
掛
け
と
し

た
の
で
、
そ
の
部
隊
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
戦
死
者
の
割
合
が
大
き
い
部
隊
は
、
佐
藤
日
向
（
二

0
%
）、

梅
津
千
代
吉
(
-
九
％
）
、
橋
本
助
右
衛
門
（
三
八
％
）
、
戸
村
大
学

（
三
四
％
）
、
介
川
敬
之
進
（
一
七
％
）
で
あ
る
。

先
述
し
た
通
り
佐
藤
日
向
が
率
い
て
い
た
部
隊
は
、
洋
式
銃
を
装
備

し
た
有
志
隊
で
あ
る
。
有
志
隊
は
、
七
月
十
六
日
、
女
鹿
で
庄
内
藩
兵

と
激
し
い
戦
い
と
な
る
。
こ
の
戦
い
に
参
加
し
た
秋
田
藩
全
部
隊
の
戦

死
者
・
負
偽
者
の
合
計
は
二

0
人
に
な
っ
た
が
、
有
志
隊
の
戦
死
者
・

(25) 

負
偏
者
の
合
計
は
一
四
人
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
後
有
志
隊
は
、
塩
越
・

本
荘
・
道
川
・
長
浜
と
羽
州
浜
街
道
を
北
上
す
る
庄
内
藩
兵
と
戦
い
続

け
た
0

[
史
料
6
]
及
び
[
史
料
7
]
で
有
志
隊
の
隊
長
が
佐
藤

H
向

か
ら
岡
谷
兵
馬
に
代
わ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
た
が
、
佐
藤
が
突
如
足
痛
を

訴
え
後
方
行
き
を
願
い
出
た
背
景
に
は
、
自
軍
の
損
害
の
大
き
さ
が
あ
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る。
梅
津
千
代
吉
の
部
隊
は
羽
州
浜
街
道
を
南
下
し
、
八
月
一
日
、
金
浦

の
戦
い
に
臨
ん
だ
。
そ
の
後
庄
内
藩
兵
に
押
さ
れ
て
退
却
、
八
月
下
旬

に
は
内
陸
部
雄
物
川
沿
い
の
福
部
羅
に
滞
陣
。
そ
し
て
九
月
八
日
の
福

部
羅
の
戦
い
で
は
、
梅
津
千
代
吉
が
戦
死
す
る
ほ
ど
部
隊
は
壊
滅
的
な

(26) 

被
害
を
受
け
た
。

橋
本
助
右
衛
門
は
刀
番
で
、
八
月
三
日
、
歩
行
・
鷹
匠
・
茶
屋
番
で

編
制
さ
れ
た
部
隊
の
隊
長
に
な
る
。
そ
し
て
八
月
十
三
日
、
角
間
川
の

戦
い
に
参
戦
し
、
部
隊
は
隊
長
の
橋
本
が
戦
死
す
る
大
損
害
を
受
け
て

（
町
）

い
る
。戸
村
大
学
は
八
月
十
一
日
の
横
手
籠
城
戦
、
九
月
八
日
の
福
部
羅
の

戦
い
、
九
月
十
日
の
境
の
戦
い
で
損
害
を
重
ね
[
史
料
8
]
で
見
た
よ

う
に
戦
場
で
倒
れ
、
戸
村
軍
は
前
線
か
ら
軍
将
が
い
な
く
な
る
と
い
う

（
蕊
）

事
態
と
な
っ
た
。

介
川
敬
之
進
は
、
橋
本
助
右
衛
門
同
様
八
月
十
三
日
の
角
間
川
の
戦

い
に
参
戦
し
、
部
隊
は
介
川
が
戦
死
す
る
ほ
ど
の
損
害
を
受
け
て
い

(29) 
る。
続
い
て
負
偏
者
を
見
る
。
負
倍
者
数
の
割
合
が
大
き
い
部
隊
は
、
佐

藤
日
向
（
二
四
％
）
、
橋
本
助
右
衛
門
（
六
三
％
）
、
茂
木
筑
後
（
四
八
％
）
、

介
川
敬
之
進
(
-
七
％
）
で
あ
る
。

茂
木
筑
後
の
部
隊
は
、
盛
岡
藩
兵
と
の
戦
い
に
備
え
て
十
二
所
口
の

守
備
に
当
た
っ
た
が
、
八
月
九
日
、
十
二
所
を
自
焼
し
退
却
、
同
月

+1
一
日
に
は
扇
田
で
激
戦
と
な
り
、
戦
死
者
・
負
傷
者
合
わ
せ
て
四
二

(30) 

人
中
、
三
四
人
が
茂
木
筑
後
軍
と
い
う
損
害
を
出
し
て
い
る
。

最
後
に
戦
場
離
脱
者
を
見
る
。
こ
の
割
合
が
大
き
い
部
隊
は
、
佐
藤

日
向
（
二
九
％
）
、
小
野
崎
三
郎
（
ニ
ー
％
）
、
梅
津
専
之
助
（
二

0
%
）、

玉
生
六
郎
(
-
七
％
）
、
佐
竹
将
監
（
六
二
％
）
、
信
太
内
蔵
助
（
三
一
％
）

で
あ
る
。

小
野
崎
三
郎
は
一
番
手
番
頭
で
、
一
番
手
軍
将
渋
江
内
膳
軍
の
別
働

隊
を
率
い
て
い
た
。
小
野
崎
の
部
隊
は
渋
江
内
膳
の
本
隊
に
従
い
、
羽

州
浜
街
道
を
南
下
し
庄
内
藩
兵
と
戦
う
も
、
次
第
に
退
却
し
、
九
月

十
一
日
の
椿
台
の
戦
い
に
参
戦
し
て
い
る
。

梅
津
専
之
助
の
部
隊
は
七
月
に
は
土
崎
を
野
備
し
て
い
た
が
、
八
月

に
入
る
と
横
手
方
面
に
出
陣
し
、
八
月
九
日
に
局
地
的
勝
利
を
収
め
た

外
の
目
坂
の
戦
い
に
参
戦
、
そ
の
後
沢
副
総
督
の
横
手
退
城
に
従
い
大

(32) 

曲
、
神
宮
寺
へ
退
却
す
る
。
そ
の
後
も
沢
副
総
督
に
付
き
従
っ
て
角
館

へ
移
っ
て
い
る
。

玉
生
六
郎
の
部
隊
は
、
八
月
三
日
、
土
崎
の
警
備
の
任
に
就
き
、
そ

の
後
刈
和
野
、
強
首
、
峰
吉
川
と
拠
点
を
警
備
し
た
。
そ
し
て
九
月
十

(33) 

日
、
境
村
の
戦
い
に
参
戦
し
て
い
る
。

佐
竹
将
監
の
部
隊
は
、
八
月
五
日
、
藩
主
佐
竹
義
発
の
出
陣
に
際
し

G
3
)
 

組
制
さ
れ
た
部
隊
で
あ
る
。
同
月
十
六
日
に
藩
主
は
帰
城
す
る
が
、
佐

竹
将
監
の
部
隊
は
戦
場
に
残
っ
た
。
そ
し
て
九
月
の
境
村
の
戦
い
に
参

戦
し
て
い
る
。
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ilib者致の割合 戦場雌脱者数 戦場霞説者の開合
戦死 ・負傷・ 戟 載死 • 印じ ・ 戦

要囚
場箔脱者合計 場離脱者割合

0% 2 8% 2 8% 
17% II 8% 41 30% 

24% 14 29% 36 73% 
7/16女鹿 (4人 ）．
8/I l!!J村 (3人）

5% 13 9% 28 19% 
11% 20 10% 55 27% 

6 12% 6 12% 
14% 21 21% 39 40% 
67% 3 100% 
4% 2 1% 17 12% 
2% 11 20% 15 27% 

I 100% 
4 67% 5 83% 

7% ， 10% 32 35% 9/8福部羅 (16人）
7% 8 17% II 24% 
9% 8 14% 

4 57% 8/8岩崎 (4人）
25% I 25% 3 75% 

63% 16 100% 
8/8柳原 (I人） ．
8/13 f!JJ//1川 (5人）

l 25% I 25% 
33% I 33% 2 67% 
50% I 25% 3 75% 

I 33% I 33% 
8% 24 62% 34 87% 9/14・15挽村 (7人）

29% 3 43% 5 71% 
6% 7 4% 23 15% 

I 5% l 5% 
25% 2 50% 3 75% 
7% 17 14% 

3% 11 31% 18 51% 
9/8福部羅 (5人 ）．
9/]5 J.iz村 (1人）

7% I 7% 6 43% 
8/12 + — 所 (2 人 ） ．
9/20比内 (2人）

14% l 2% 29 50% 8/11横手 (16人〉
33% I 33% 2 67% 
48% II 52% 
13% 8 10% 31 40% 8/13 j!J 1/11川 (8人）

l 17% 

2 67% 
2 10% 2 10% 

I 6% 2 12% 
13% I 13% 

2 7% 
5 9% 5 9% 

10% 15 19% 23 29% 
9% 208 10% 547 26% 
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〈表8〉部隊ごとの死亡者・ 負侶者 ・戦場離脱者数

No ili将 ・隊長名 Il1関［日 氾載データ数 戦死者数 戦死者の割合 負傷者数

l宇都宮四郎 25 
2荒/II久太郎 7月61] l35 7 5% 23 

3佐藤El1,,)→岡谷兵馬 7月613 49 JO 20% 12 

4古内左惣治（真陪安芸代） 7月7日 147 7 5% 8 
5渋江内膳 7月7日 203 13 6% 22 
6渋江武之助 7月7[1 50 
7小野崎一郎 7月71:1 98 4 4% 14 
8中安泰治 7JJ7EI 3 I 33% 2 
9梅津小太郎→石塚百之助 7月7[1 142 IO 7% 5 
10梅津専之助 7月7日 55 3 5% I 
11伐木秀之助 7月7日 I I 100% 
12小田野）FLJ部 7月13日 6 I 17% 
13小鷹狩ilfi.太 7月14日 l 
14梅ilt千代吉 7月l713 91 17 19% 6 
15玉生六郎 7月25日 46 3 
16佐竹一郎 8 JJ I Ll 56 3 5% 5 
17大山莉狭 8月1日 7 4 57% 
18瀬谷和一郎 8 JI 2日 4 I 25% I 

19橋本助右衛l"J 8月3[1 16 6 38% 10 

20町III小一郎 8月3El 4 
21渋江兵部 8月4El 3 j 

22惟神隊 8月5El 4 2 
23屈形様付き 8 J-l 5日 3 
24佐竹将監 8月5日 39 7 18% 3 
25小野l淵右祈l"J 8月5日 I 
26大越源十郎 8月5H 1 
27今宮i.JI出 8月8H 7 2 
28塩谷弥太郎→今宮大学 8月8El 157 7 4% ， 
29梅津隼人助 8月8El 21 
30牙IIII11Jヽ1<f!［; 8月88 4 I 
31佐竹大和 8月8日 122 ， 7% 8 

32侶太内蔵助→金保太郎 8月9日 35 6 17% I 

33須田政三郎 8月9El 1 4 4 29% I 

34 p村大学 8月10日 58 20 34% 8 
35多Ti谷長l"J 8月10[I 3 I 
36茂木筑後 8月II日 21 I 5% IO 
37介川敬之進 8月12日 78 13 17% 10 
38小野寺主水 8月14IJ 8 
39介川作美 8月16日 I 
40小楊小伝治 8月16IJ 6 l 17% 
4l箭田野民部 8月23I] 29 
42佐竹河内 8月24El 3 2 67% 
43若殿様御供 8月24El 20 
44平尾．I，・ふ村守備 9 JJ 6 13 5 
45 1!!1ツ小6｛村守俯 9月12FI 7 
46和田抽部助 9月12H 23 
47新屈守佃 9月25II 5 
48 P船村守伽 9月27Fl 5 
49 I剖減之助 9 /1 28 El 2 
50小荷駄方 52 
5]西国諸溜付き 17 I 6% 
52 I:'!兵 8 l 
53藩庁軍事御Ill 30 2 7% 
54なし 58 
55不明 78 8 
総JI 2067 161 8% 178 
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こ
れ
を
見
る
と
、
戦
場
離
脱
者
が
多
い
部
隊
は
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分

か
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ー
つ
は
佐
藤
日
向
や
信
太
内
蔵
助
の
部
隊
の

よ
う
に
、
七
月
の
早
い
段
階
か
ら
出
陣
し
、
戦
死
者
及
ぴ
負
倍
者
を
多

く
出
し
た
部
隊
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
部
隊
に
属
し
て
い
た
藩
士
は
、

銃
弾
が
飛
び
交
う
中
で
戦
死
す
る
戦
友
や
、
手
痛
い
侮
を
負
い
後
方
へ

搬
送
さ
れ
る
戦
友
を
見
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
激
戦
を
く
ぐ
り
抜
け
た

藩
士
が
体
調
不
良
を
訴
え
る
。
こ
こ
に
戦
場
の
悲
惨
さ
に
耐
え
ら
れ
な

い
人
間
の
弱
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
―
つ
の
タ
イ
プ
は
、
玉
生
六
郎
や
佐
竹
将
監
の
部
隊
の
よ
う
に
、

そ
れ
ま
で
の
拠
点
警
備
か
ら
、
い
き
な
り
決
戦
に
参
戦
し
た
部
隊
で
あ

る
。
戦
歴
の
な
い
藩
士
が
あ
れ
こ
れ
理
由
を
つ
け
て
部
隊
か
ら
い
な
く

な
る
の
は
、
戦
争
の
恐
怖
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
佐
竹
将
監
の
部
隊

は
、
戦
争
離
脱
者
が
相
次
ぎ
、
六
二
％
の
藩
士
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
。

人
事
記
録
か
ら
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
を
見
る
と
、
秋
田
藩
の
戦
力
低
下

の
様
相
が
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
秋
田
藩
は
決
戦
で
敗
北
を
喫
し
、

そ
こ
で
戦
死
者
と
負
偽
者
を
出
し
戦
力
を
低
下
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
決

戦
を
生
き
延
び
た
人
た
ち
が
体
調
不
良
を
訴
え
帰
宅
し
た
こ
と
で
、
ま

す
ま
す
戦
力
が
低
下
し
た
の
で
あ
る
。

戦
死
者
・
負
偏
者
・
戦
場
離
脱
者
の
合
計
が
、
戦
場
か
ら
い
な
く
な

る
人
の
合
計
で
あ
る
。
こ
の
合
計
を
見
る
と
、
秋
田
藩
各
部
隊
の
消
耗

率
は
多
く
の
部
隊
で
三
割
を
超
え
て
い
る
。
部
隊
か
ら
三
割
の
人
が
い

な
く
な
る
。
こ
の
時
点
で
、
部
隊
は
部
隊
の
体
を
な
さ
な
く
な
っ
た
の

秋
田
藩
で
は
八
月
十
二
日
、
次
の
触
を
出
し
て
、
武
士
へ
の
身
分
上

昇
を
約
束
し
て
戦
争
へ
の
動
員
を
図
っ
た
。

(36) 

[
史
料
10]

軽
輩
井
百
姓
•
町
人
至
迄
出
陣
致
度
も
の
は
可
申
出
被
仰
渡
候
事

覚

此
御
場
合
を
奉
存
、
御
家
中
諸
士
は
不
及
申
、
軽
雖
井
百
姓
•
町
人

至
迄
出
陣
致
度
も
の
、
諸
士
は
御
評
定
所
、
其
他
は
支
配
々
々
お
ゐ

て
早
々
可
申
出
候
。
尤
高
名
手
柄
於
有
之
は
、
右
之
通
御
恩
掌
可
被

下
置
候
事
。

一
頭
分
打
捕
候
も
の
は
、
各
段
之
御
恩
賞
可
被
下
置
候
事
。

但
、
其
証
拠
無
之
て
は
御
取
揚
無
之
、
軽
輩
井
百
姓
•
町
人
に

て
右
手
柄
有
之
候
は
、
武
士
に
可
被
召
立
候
事
。

ー
諸
士
二
三
男
働
方
吟
味
之
上
可
被
召
立
候
間
、
於
頭
二
取
調
早
々

可
申
出
候
事
。

一
討
死
之
者
え
は
右
討
死
之
次
第
に
寄
、
右
吟
味
を
以
禄
高
又
は
金

5
 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
秋
田
藩
各
部
隊
は
戦
争
が
進

む
に
つ
れ
て
、
統
率
を
と
る
の
が
困
難
な
敗
残
兵
の
集
団
と
化
し
て
い

き
、
海
路
西
南
諸
藩
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
援
軍
な
く
し
て
は
戦
え
な
い

ほ
ど
戦
力
が
低
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

戦
力
回
復
の
実
際
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子
可
被
下
置
候
事
。

但
、
二
三
男
之
者
は
身
寄
を
以
可
被
立
下
候
。

一
争
戦
に
及
候
上
は
不
及
申
、
敵
を
見
懸
未
戦
二
引
退
候
~
は
、
無

用
捨
可
行
軍
令
候
事
。

右
之
趣
出
兵
向
え
も
厳
重
可
被
申
渡
候
。

八
月

子
時
塵
応
四
年
辰
八
月
十
二
日
、
於
御
会
所
御
張
出
を
以
被
仰

渡
候
。

こ
の
法
令
が
出
た
八
月
十
二
日
は
、
藩
領
南
部
で
は
十
一
日
の
横
手

籠
城
戦
の
翌
日
、
藩
領
北
部
で
は
扇
田
で
戦
い
が
く
り
広
げ
ら
れ
て
い

る
日
で
あ
る
。
藩
庁
上
層
部
は
、
藩
領
南
北
で
攻
勢
に
出
た
奥
羽
列
藩

同
盟
諸
藩
の
部
隊
を
く
い
と
め
る
た
め
に
兵
力
を
増
強
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
敗
戦
が
続
い
た
こ
と
で
、
各
部
隊
か
ら
藩

士
が
い
な
く
な
る
問
題
も
起
き
て
い
た
。
こ
の
法
令
の
ね
ら
い
は
、
ま

さ
に
員
数
の
確
保
だ
っ
た
と
い
え
る
。

武
家
の
二
男
・
三
男
は
と
も
か
く
、
身
分
上
昇
を
夢
見
て
戦
争
に
身

を
投
じ
る
腿
民
や
町
人
を
藩
は
ど
の
よ
う
に
戦
力
化
し
よ
う
と
し
た
の

か
、
そ
の
実
際
を
〈
表
8
〉
か
ら
確
認
す
る
と
、
秋
田
藩
の
兵
力
増
強

策
は
、
人
が
い
な
く
な
っ
た
各
部
隊
に
新
兵
を
補
充
す
る
の
で
は
な
く
、

新
兵
は
新
兵
で
部
隊
を
編
成
し
て
戦
場
に
投
入
す
る
策
を
と
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
加
え
て
八
月
十
二
日
の
総
動
員
令
以
降
に
絹
成
さ
れ
た
部

隊
は
、
決
戦
兵
力
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
拠

点
を
警
備
す
る
番
兵
的
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
か
ら
、
奥
羽
列
藩
同
盟
諸
藩
と
の
戦
争
を
経
る
に
つ
れ
て
、
秋

田
藩
の
部
隊
は
民
兵
を
集
い
戦
力
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
も
、
あ
く
ま

で
前
線
に
立
っ
た
の
は
、
戦
死
・
負
倍
者
・
戦
場
離
脱
者
を
出
し
て
戦

力
を
低
下
さ
せ
な
が
ら
も
戦
場
で
の
経
験
を
積
ん
だ
部
隊
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

次
の
史
料
は
、
中
安
泰
治
の
慶
応
四
年
八
月
二
十
二
日
の
日
記
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
戦
場
で
は
民
兵
が
あ
ま
り
役
に
立
た
な
か
っ
た
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
。

(37) 

[
史
料
11]

一
境
村
唐
松
山
光
雲
寺
・
角
館
大
林
山
自
在
院
罷
越
、
是
迄
信
太
内

蔵
之
助
先
手
え
被
属
置
罷
有
候
得
共
、
只
番
兵
の
み
二
て
は
格
別

之
勤
方
は
可
申
様
無
之
二
付
、
御
手
え
属
し
粉
骨
之
働
仕
度
趣
申

出
候
得
共
、
一
旦
内
蔵
之
助
殿
え
属
し
候
上
は
〈
抹
消
〉
素
人
御

越
シ
候
辿
致
方
無
之
趣
申
談
候
。
〈
訂
正
〉
勝
手
二
他
え
属
し
候

事
不
相
成
趣
申
諭
候
。

中
安
の
所
に
信
太
内
蔵
助
軍
に
属
し
た
二
人
の
僧
が
現
れ
た
。
僧
ら

は
、
信
太
軍
で
は
番
兵
ば
か
り
や
ら
さ
れ
手
柄
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
中
安
軍
に
移
り
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
中
安

は
、
勝
手
に
他
の
部
隊
へ
属
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
諭
し
た
と
あ
る
。
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し
か
し
こ
れ
は
訂
正
文
言
で
、
抹
消
さ
れ
た
墨
塗
の
部
分
を
よ
く
見
る

と
、
素
人
が
来
て
も
何
も
役
に
立
た
な
い
と
書
い
て
あ
る
。
恐
ら
く
こ

ち
ら
が
中
安
の
本
音
で
あ
ろ
う
。

大
仙
市
所
蔵
高
階
家
文
書
に
は
、
戦
場
で
逃
げ
惑
う
信
太
軍
の
僧
の

記
述
が
あ
る
。

(38) 

[
史
料
12]

今
日
朝
よ
り
争
戦
相
聞
、
実
二
信
太
の
ぽ
ふ
ぢ
か
へ
り
杯
ハ
御
用

二
立
不
申
候
。
馬
鹿
面
い
た
し
引
上
ケ
被
出
候
。

身
分
上
昇
を
約
束
し
て
武
士
以
外
の
人
を
戦
場
に
送
り
込
ん
で
も
、

期
待
通
り
の
戦
力
に
は
な
ら
な
い
。
そ
う
な
る
と
残
さ
れ
た
手
立
て

は
、
戦
場
離
脱
者
の
戦
場
復
帰
の
み
と
な
る
。
果
た
し
て
一
度
後
方
に

下
が
っ
た
者
が
、
再
ぴ
戦
場
へ
戻
っ
た
の
か
。
こ
の
疑
問
を
探
る
べ
く

軍
事
方
の
日
記
か
ら
、
そ
の
数
を
拾
い
上
げ
累
計
を
グ
ラ
フ
化
し
て
み

た
。
〈
グ
ラ
フ

2
〉

そ
の
結
果
、
戦
場
離
脱
者
の
約
四
分
の
一
に
相
当
す
る
五
二
人
し
か

戦
場
に
戻
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
戦
場
の
恐
怖
か
ら
体
調

不
良
と
な
り
帰
宅
し
た
人
は
、
再
び
前
線
に
立
と
う
と
は
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
足
痛
を
理
由
に
前
線
を
離
れ
た
佐
藤
日
向
も
そ
の
一
人
で

あ
る
。武
士
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
場
離
脱
者
が
戦
場
に
戻
ら
な
い
。
こ
こ
に

も
戦
場
の
恐
怖
に
耐
え
ら
れ
な
い
人
間
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
戊
辰
戦
争
時
に
軍
事
方
の
役
人

が
つ
け
て
い
た
日
記
か
ら
、
出
陣
藩
士
ー
ニ
八
二
の
行
動
を
デ
ー
タ
化

し
、
そ
れ
を
部
隊
編
制
、
出
陣
藩
士
の
動
向
、
戦
力
回
復
の
視
角
か
ら

秋
田
藩
戊
辰
戦
争
の
特
質
を
探
る
こ
と
を
試
み
た
。

そ
の
結
果
、
出
陣
部
隊
の
編
制
に
つ
い
て
は
、
出
陣
の
辞
令
に
は
幹

部
と
戦
士
の
間
に
時
間
差
が
あ
り
、
こ
の
時
間
差
を
利
用
し
て
部
隊
絹

〈グラフ2〉戦場復帰者数（累計）

お
わ
り
に
: -- -→・ロニニ::・-~ -~----＿ロニー一—--
40 -—•--

30 

20 --~ ・ ー・・・・

10 

゜◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 1 ゃも 1 へ‘.,,.,へ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

$ $ $$$'l,9令，令，令＄ ＄沿％むむ氏掟
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成
の
当
初
人
事
案
か
ら
必
要
・
不
必
要
な
藩
士
の
入
れ
替
え
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
戦
士
ク
ラ
ス
の
藩
士
が
出
陣
す
る
こ
と
を

知
る
の
は
出
陣
直
前
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
ら
は
武
器
や
従
者
を
揃
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
出
陣
し
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

次
に
人
事
記
録
か
ら
出
陣
藩
士
の
動
向
を
見
る
と
、
戦
死
者
・
負
傷

者
の
数
よ
り
も
体
の
不
調
を
訴
え
戦
場
を
離
脱
す
る
藩
士
が
多
か
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
秋
田
藩
の
各
部
隊
が
戦
力
を
減
ら
し
た
の
は
、

敗
戦
に
よ
る
死
倍
者
数
の
増
加
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
生
き
残
っ
た
人

が
体
調
不
良
を
訴
え
前
線
か
ら
い
な
く
な
る
と
い
う
要
因
が
大
き
か
っ

た
の
で
あ
る
。

敗
戦
が
続
く
中
で
、
秋
田
藩
は
農
民
•
町
人
や
藩
士
の
二
男
・
三
男

を
戦
争
に
動
員
し
よ
う
と
す
る
が
、
戦
力
が
減
退
し
た
部
隊
に
新
兵
を

補
充
す
る
の
で
は
な
く
、
新
兵
に
よ
り
編
制
さ
れ
た
小
部
隊
を
送
り
出

す
策
を
と
っ
た
。
ま
た
、
新
兵
で
構
成
さ
れ
た
部
隊
の
役
割
は
拠
点
野

備
で
あ
り
、
前
線
に
は
送
り
込
ま
な
か
っ
た
。
中
に
は
玉
生
六
郎
や
佐

竹
将
監
の
部
隊
の
よ
う
に
、
拠
点
警
備
兵
と
し
て
出
陣
し
た
も
の
の
、

前
線
の
後
退
に
よ
り
決
戦
部
隊
に
な
る
例
も
あ
っ
た
。
し
か
し
玉
生
・

佐
竹
両
隊
と
も
戦
闘
に
な
る
や
戦
場
離
脱
者
が
相
次
ぎ
、
部
隊
の
体
を

な
さ
な
く
な
っ
て
い
る
。
戦
歴
の
な
い
新
兵
は
戦
力
に
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
戦
力
回
復
の
鍵
は
戦
場
離
脱
者
の
復
帰
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
一
度
戦
場
か
ら
帰
宅
し
た
藩
士
は
再
び
戦
場
に

出
る
こ
と
を
忌
避
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

銃
を
担
う
人
に
焦
点
を
あ
て
る
べ
く
人
事
記
録
か
ら
秋
田
藩
戊
辰
戦

争
を
見
る
と
、
部
隊
編
制
の
際
に
は
出
陣
す
る
人
・
し
な
い
人
、
戦
場

で
は
生
き
る
人
・
死
ぬ
人
・
帰
る
人
と
い
っ
た
人
の
動
き
が
あ
る
の
が

わ
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
戦
争
に
参
加
し
な
が
ら
戦
闘
を
続
け
ら
れ
ず

に
帰
る
人
の
存
在
は
、
領
内
に
敵
を
迎
え
入
れ
て
戦
っ
た
秋
田
藩
の
み

の
特
質
な
の
か
、
そ
れ
と
も
秋
田
藩
に
攻
め
込
ん
で
き
た
奥
羽
列
藩
同

盟
諸
藩
の
藩
士
や
秋
田
に
援
軍
と
し
て
来
た
西
南
諸
藩
の
藩
士
も
同
じ

な
の
か
、
今
後
戊
辰
戦
争
研
究
で
は
こ
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
場
離
脱
者
の
存
在
が
秋
田
藩
の
み
の
特
質
だ

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
家
に
帰
り
や
す
い
環
境
下
で
戦
っ
て

い
た
か
ら
だ
と
説
明
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
も
し
戦
争
で
戦
っ
た
す

べ
て
の
部
隊
に
戦
場
離
脱
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
は

人
間
の
本
質
に
関
わ
る
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
新
た

な
問
題
を
提
起
し
つ
つ
、
本
稿
は
こ
こ
で
掘
筆
す
る
こ
と
に
す
る
。

〈註〉
(
1
)
戊
辰
戦
争
時
の
秋
田
藩
の
軍
事
方
の
役
人
は
、
井
口
宗
翰
「
御
軍
事

係
日
記
」
（
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
混
架
25,71
、
以
下
資
料
番
号

は
特
に
断
り
の
な
い
限
り
同
館
所
蔵
）
炭
応
四
年
八
月
八
日
条
か
ら
、

次
の
人
物
が
軍
事
方
の
職
務
を
兼
帯
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

勘
定
奉
行
佐
藤
時
之
助
・
長
瀬
兵
部
・
小
野
崎
藤
四
郎
・
茂
木

左
司
馬
・
志
賀
為
吉
・
川
崎
久
左
衛
門
、
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介
川
作
美
・
会
田
多
仲
・
菊
地
長
右
衛
門
・
江
間
伊

織
・
加
藤
敬
吉
・
中
川
健
蔵

財
用
奉
行
石
川
束
・
細
川
官
助
・
樋
口
忠
蔵

留
守
居
二
て
御
評
定
奉
行
助
力
河
野
総
一
郎

境
目
奉
行
奥
山
五
平

副
役
一
同

塵
応
三
か
ら
四
年
の
「
宇
都
宮
孟
網
日
記
」
に
は
、
軍
事
方
と
し
て

川
尻
小
一
郎
・
今
村
喜
左
衛
門
・
樋
口
忠
蔵
・
萩
庭
彦
七
・
川
井
新

三
郎
の
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
間
時
庸
「
江
間
時

庸
日
記
」
（
東
大
史
料
編
築
所
11
ほ
-
4
6
5
)

殿
応
四
年
七
月
十
四
日

条
に
軍
事
方
頭
取
に
藤
井
此
面
が
就
い
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
会
田
多
仲
「
日
記
」

(AH312,112)
艇
応
四
年
三
月
一
日
条

に
江
間
伊
織
・
信
太
房
之
助
・
高
久
祐
助
が
軍
事
方
御
用
係
に
任
命

さ
れ
た
と
あ
る
。

(
2
)
従
来
の
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
研
究
は
、
藩
論
が
何
度
も
転
換
し
た
こ
と

を
説
明
す
る
こ
と
に
力
点
が
骰
か
れ
て
い
た
。
そ
の
基
本
的
文
献
は

「
秋
田
県
史
第
四
巻
維
新
絹
」
（
秋
田
県
、
一
九
六
一
年
）
で
あ
る
。

近
年
で
は
藩
庁
内
部
で
政
治
を
主
尊
し
た
人
物
と
思
想
的
背
景
に

着
目
し
た
研
究
が
な
さ
れ
、
平
元
貞
治
に
着
目
し
た
加
藤
民
夫

は
「
幕
末
秋
田
藩
の
政
治
思
想
—
平
元
貞
治
を
め
ぐ
る
三
つ
の

思
想
—
」
(
「
秋
大
史
学
」
四
六
、
二0
0
0

年
三
月
）
、
「
猫
末
儒

者
官
僚
の
軌
跡
ー
秋
田
藩
平
元
貞
治
の
場
合
—
」
(
「
秋
大
史
学
」

五
八
、
二

0
―
二
年
三
月
）
を
発
表
し
て
い
る
。

評
定
奉
行

ま
た
、
平
田
国
学
派
の
藩
士
の
周
旋
活
動
に
着
目
し
た
天
野
真
志

は
「
幕
末
平
田
国
学
と
秋
田
藩
—
文
久
期
に
お
け
る
平
田
延
太

郎
（
延
胤
）
の
活
動
を
中
心
に
ー
」
（
「
東
北
文
化
研
究
室
紀
要
」

五
0
、二

0
0
八
年
）
、
「
国
事
周
旋
と
言
路
ー
幕
末
期
秋
田
藩
の
政

治
方
針
を
め
ぐ
る
対
立
か
ら
ー
」
（
「
歴
史
」
―
―
六
、
二

0
1
―
年

四
月
）
を
発
表
し
て
い
る
。

秋
田
藩
の
奥
羽
列
藩
同
盟
加
盟
と
離
脱
に
つ
い
て
は
、
工
藤
威
「
奥

羽
列
薔
同
盟
の
基
礎
的
研
究
」
岩
田
書
院
、
二

0
0
1
1
年
）
が
詳
し
い
。

(
3
)
秋
田
藩
の
戦
争
の
様
子
は
、
大
山
柏
「
戊
辰
役
戦
争
史
（
下
）
」
（
時

事
通
信
社
、
一
九
六
八
年
）
が
最
も
詳
し
い
。
た
だ
し
大
山
の
著

述
は
「
秋
田
県
史
第
四
巻
維
新
編
」
や
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
（
「
秋

田
叢
書
第
四
巻
」
秋
田
叢
瞥
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）
に
依
拠
し

て
い
る
。

戦
争
を
直
接
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
晟
民
の
軍
事
負
担
か
ら
秋

田
藩
戊
辰
戦
争
を
捉
え
た
も
の
に
高
階
敦
子
「
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
と

民
衆
」
（
「
秋
大
史
学
」
五
一
、
二

0
0
五
年
九
月
）
が
あ
る
。

(
4
)
保
谷
徹
「
戦
争
の
日
本
史
一
八
戊
辰
戦
争
」
（
吉
川
弘
文
館
、

二
0
0
七
年
）
•
青
山
忠
正
「
日
本
近
世
の
歴
史
〈6
〉
明
治
維
新
」

（
吉
川
弘
文
館
、
二

0
―
二
年
）
・
箱
石
大
絹
「
戊
辰
戦
争
の
史
料
学
」

（
勉
誠
出
版
、
二

0
一
三
年
）
。

（

g
[高
階
靱
負
書
簡
]
四

4
月
二
十
五
日
付
（
大
仙
市
所
蔵
高
階
家
文

書
4
-
9
4
)

に
は
、
持
参
し
た
具
足
が
体
に
合
わ
な
い
と
嘆
く
様
子
が

書
か
れ
て
い
る
。
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持
参
之
具
足
ハ
と
ふ
考
候
て
も
重
く
、
人
並
の
身
二
候
得
は
着
用

も
致
度
候
得
共
、
追
々
暑
気
二
相
成
、
肥
満
之
身
分
実
地
之
進
退

も
思
程
に
は
出
来
申
間
敷
や
の
考
ひ
も
有
之
、
と
う
致
候
や
未
夕

決
し
兼
罷
有
申
候
。

(
6
)
戦
争
直
前
の
秋
田
藩
の
軍
事
改
革
に
つ
い
て
は
、
加
藤
民
夫
「
秋

田
藩
の
軍
制
改
革

(
1
)
(
2
)
」
（
「
出
羽
路
」
一
三
一
・
一
三
二
、

二
0
0
二
年
・
ニ

0
0
1
―
一
年
）
に
詳
し
い
。

(
7
)
「
砲
術
稽
古
及
ぴ
洋
式
銃
製
造
に
関
す
る
書
状
並
び
に
口
上
書
」

（
「
横
手
市
史
史
料
絹
近
世
II
」
横
手
市
、
二

0
0
九
年
）
六
三
七

頁。

(
8
)
吉
川
親
子
の
目
指
し
た
軍
事
改
革
像
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
安
の
自

伝
「
吉
川
忠
安
略
伝
記
稿
」
（
秋
田
県
立
図
書
館
庵
ー
1
3
)
に
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(9)
「
御
軍
事
継
草
稿
」

(
A
S
2
1
2
.
l
,
l
l
,
2
)

・
「
御
軍
事
方
日
記
写
御
軍
事

纏
草
稿
」
（
A
S
2
1
2
.
l
、5
6
‘
l
¥
4
)

・
「
御
軍
事
継
大
草
稿
」
「
御
用
所

御
軍
事
線
草
稿
写
」

(
A
S
2
1
2
.
l
,
6
6
,
l
¥
4
)

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
明
治
十
八
年
(
-
八
八
五
）
侯
爵
佐
竹
義
生
が

秋
田
藩
戊
辰
戦
争
史
の
編
築
事
業
に
際
し
て
佐
竹
家
の
所
蔵
に
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
「
戊
辰
秋
田
勤
王
記
」
「
戊
辰

秋
田
戦
争
記
」
成
立
に
関
す
る
史
料
群
」
「
秋
田
県
公
文
書
館
研
究

紀
要
」
第
十
五
号
（
秋
田
県
公
文
書
館
、
二

0
0九
年
三
月
）
参
照
。

(10)
「
軍
事
方
日
記
写
御
軍
事
纏
草
稿
一
」

(
A
S
2
1
2
.
1
,
5
6
,
1
)

二
月

二
十
六
日
条
。

(11)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
正
月
十
六

8
条
、
三
頁
。

(12)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
四
月
六
日
条
、
一
八
頁
。

(13)
渋
江
内
膳
の
部
隊
で
出
陣
し
た
佐
顕
（
本
名
不
明
、
日
記
の
表
紙
に

「
佐
顕
」
と
あ
る
）
の
「
庄
内
御
征
討
出
陣
日
記
」
に
は
、
四
月

十
六
日
の
出
陣
前
日
に
あ
た
る
十
五
日
に
辞
令
を
受
け
た
と
あ

る
。
（
「
秋
田
市
歴
史
叢
書
八
戊
辰
戦
争
と
秋
田
市
」
秋
田
市
、

二
0
一
四
年
、
一
六
頁
）
ま
た
横
手
給
人
の
石
川
教
定
が
大
沢
口

二
番
手
の
梅
津
小
太
郎
軍
に
属
す
る
よ
う
辞
令
を
受
け
た
の
は
四

月
二
十
六
日
で
、
閏
四
月
二
日
に
大
沢
で
久
保
田
か
ら
来
た
部
隊

に
合
流
し
て
い
る
。
（
「
横
手
市
史
史
料
編
近
世

II
」
横
手
市
、

二
0
0九
年
、
六
八
二
頁
）
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
士
に
任
じ
ら
れ
る
秋
田
藩
士
が
辞
令
を
受
け
て
、

慌
た
だ
し
く
出
陣
す
る
の
は
久
保
田
給
人
も
横
手
給
人
も
同
じ
で
あ

る。

(14)
妹
尾
五
郎
兵
衛
「
庄
内
御
征
討
出
張
記
録
」
（
「
横
手
郷
土
史
資
料
」

―
-
、
三
一
頁
）
。

(15)
前
掲
註

(10)
史
料
、
二
月
二
十
六
日
条
。

(16)
前
掲
註

(10)
史
料
、
三
月
二
十
六
日
条
。

(17)
前
掲
註

(10)
史
料
、
三
月
二
十
六
日
条
。

(18)
前
掲
註

(10)
史
料
、
四
月
三
日
条
。

(19)
「
佐
藤
信
昭
日
記
」
（
東
京
大
学
史
料
絹
築
所
維
新
史
料
引
継
本

II
ほ
-
4
9
1
)

八
月
十
五
日
条
。

(20)
前
掲
註

(19)
史
料
、
八
月
十
八
日
条
。
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(21)
青
柳
暢
堂
「
横
手
御
籠
城
・
上
野
出
兵
・
境
村
御
出
兵
井
酒
田
御

出
張
事
跡
手
控
」
九
月
十
一
日
条
（
「
横
手
市
史
史
料
編
近
世
II
」

七
四
五
頁
）
。

(22)
戦
争
神
経
症
の
病
理
に
つ
い
て
は
、
近
現
代
の
戦
争
か
ら
論
じ
ら
れ

た
も
の
が
多
く
、
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
エ
イ
プ
ラ
ム
・
カ
ー
デ
ィ

ナ
ー
（
著
）
中
井
久
夫
・
加
藤
寛
（
訳
）
「
戦
争
ス
ト
レ
ス
と
神
経
症
」

（
み
す
ず
書
房
、
—1
0
0
四
年
）
が
あ
る
。

(23)
西
宮
長
之
進
「
戊
辰
役
軍
中
日
記
」
八
月
二
十
九
日
条
（
「
戊
辰
戦

争
と
秋
田
市
」
秋
田
市
、
平
成
二
十
六
年
三
月
）
五
二
頁

(24)
前
掲
註

(
1
)
「
御
軍
事
係
日
記
」
慶
応
四
年
八
月
十
三
日
条
を
見
る

と
、
家
老
岡
本
又
太
郎
へ
、
軍
将
が
指
揮
下
に
あ
る
藩
士
の
軍
功
を

報
告
し
な
い
の
で
、
雛
形
を
示
し
て
提
出
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
記

述
が
あ
る
。

ー
タ
後
（
岡
本
）
又
太
郎
殿
へ
拙
者
申
上
候
は
、
大
将
井
諸
隊
長
よ

り
戦
争
之
次
第
報
知
早
速
無
之
候
故
、
早
々
其
節
報
知
致
候
様
被

仰
渡
被
下
度
段
申
上
候
所
、
可
申
遣
故
取
調
申
上
候
様
被
仰
含
、

左
之
通
書
取
申
上
候
所
、
御
物
書
へ
直
々
申
付
遣
候
様
被
仰
含
候

ニ
付
、
御
物
書
高
井
猪
太
郎
へ
申
含
候
。

雛
形

先
頃
よ
り
度
々
被
仰
渡
候
通
戦
争
相
済
候
否
戦
争
之
大
略
・
高

名
・
又
働
き
候
者
、
又
は
討
死
手
負
之
も
の
左
之
通
其
節
々
報

知
可
被
成
候
。

雛
形

手
負

疵
所
何
々

但
、
深
手
浅
手

討
死

疵

所

何

方

二

て

討

死

誰

右
之
通
、
一
卜
先
御
届
申
上
候
。

何
月
何
日

右
一
卜
先
御
届
申
上
候
後
左
之
通

一
戦
争
之
次
第
委
曲
取
調
候
事

一
高
名
又
は
働
き
致
候
事

一
臆
病
之
働
き
致
候
事

一
分
捕
品
々

右
之
通
取
調
早
々
可
申
上
候
。

こ
の
日
記
が
書
か
れ
た
八
月
十
九
日
の
戦
線
は
、
藩
領
南
部
で
は
既

に
横
手
城
が
落
城
し
、
仙
北
郡
神
宮
寺
村
（
大
仙
市
）
を
防
衛
拠
点

に
し
て
庄
内
・
仙
台
藩
兵
の
北
上
を
阻
止
、
浜
街
道
で
は
羽
根
川
（
秋

誰

何
月
何
日
、
何
時
頃
、
於
何
所
戦
争
之
次
第

勝
利

手
柄
同何
人
討
留

同殿

戦
士
井
並
方

誰誰誰誰誰

大
将
名
前
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田
市
下
浜
）
で
北
上
す
る
庄
内
藩
兵
を
撃
破
、
大
館
方
面
で
は
大
葛

村
で
盛
岡
藩
兵
と
交
戦
と
い
う
具
合
に
、
浜
街
道
以
外
で
は
劣
勢
に

立
た
さ
れ
て
い
た
。
井
口
が
家
老
に
対
し
軍
将
か
ら
の
報
告
を
求
め

た
と
い
う
こ
と
は
、
戦
争
の
激
化
に
伴
い
、
各
軍
将
は
報
告
ど
こ
ろ

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(25)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
（
新
屋
口
）
」
七
月
十
六
日
、

二
五

0
頁。

(26)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
九
月
八
日
条
、
一
五
六
頁
。

(27)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
八
月
十
三
日
条
‘
ー
ニ
四
頁
。

(28)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
九
月
十
日
条
、
一
五
九
頁
。

(29)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
八
月
十
三
日
条
‘
―
二
四
頁
。

(30)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
（
下
筋
）
」
八
月
十
二
日
条
、
ニ

六
三
頁
。

(31)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
（
椿
台
口
）
」
九
月
十
一
日
条
、

二
三
八
頁
。

(32)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
（
院
内
口
）
」
八
月
十
三
日
条
、

二
0
一頁。

(33)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
癖
戦
記
（
椿
台
口
）
」
九
月
十
一
日
条
、

二
三
五
頁
。

(34)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
八
月
五
日
条
、
一
―
二
頁
。

(35)
前
掲
註

(
3
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
（
椿
台
口
）
」
九
月
＋
―
-
日
条
、

二
三
九
頁
。

(36)
「
秋
田
藩
町
触
集
（
下
）
」
二
七
四
四
゜

(37)
中
安
泰
治
「
陣
中
日
記
」

(
A
S
2
1
2
.
l
,
5
7
)

八
月
二
十
二
日
条
。

(

3

8

)

[

助
蔵
書
状
]
（
大
仙
市
所
蔵
高
階
家
文
書
全
6
)

。
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